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り､電子図書館係と協議を続けている｡

次年度も図書館独 自予算による ｢地域資料調

査事業｣は継続されるが､予算規模の関係でアル

バイ トの目数を減らさざるを得ない見込みである

が､まがりなりにも継続されることは本事業にと

っては大きい｡ただ大学当局には､本事業の意義

をより積極的に認められ､予算措置の安定化を求

めたい｡大学所蔵資料の公開-むけ努力すること

は､地域的にも社会的にも大学に課せられた重要

な責務であると認識すべきことがらであると文責

者は考えている｡

また､電子図書館係からは､以上の事業とは

別に､現在同係が進めている同館所蔵住田文庫

の電子化事業についての協力が要請され､電子

画像化すべきテキス トのセレク トを当センター

として行 うなどの協力を行った｡

(文責 ･木村修二)
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2009年 8月 31目付で年報 『LINK 【地域 ･大

学 ･文化】』創刊号を発行することができた｡掲

載内容は以下の通りである｡

【創刊特集】大学は地域の歴史文化にどうかかわ

るのか/薮田貫 ｢大学と地域連携一関西大学なに

わ ･大阪文化遺産センターの取組みを通して-｣

/伊藤昭弘 ｢佐賀大学地域学歴史文化研究センタ

ーの活動と地域｣/藤田裕嗣 ｢教員養成 GPのそ

の後一高大連携に基づく ｢地歴科教育論｣の開講

-｣/辻川敦 ｢尼崎市立地域研究史料館にとって

の地域連携｣/奥村弘 ｢地域歴史文化における大

学の役割一神戸大学と小野市の連携を中心に-｣

【論考】木村修二 ｢近世における大規模河川井堰

の構造と変容一但馬国出石郡口矢根村 ･出石川大

井堰をめぐって-｣/森田竜雄 ｢神戸市北区山田

町藍那地区における昭和三〇年代の生業記録一稲

作を中心に-｣/
【フィールドリポート】岸本道昭 ｢いひほ学研究

会一地域の歴史文化遺産を活かした未来-の助去

-｣/印藤昭一 ｢｢羽東の回廊歴史フォーラム｣

の活動と大学の地域連携活動についての私見｣/
高野尚子 ｢民と民をつなぐ震災資料一人と防災未
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来センター所蔵資料の事例から-｣/
【時評 ･書評】市沢哲 ｢｢LINK｣に寄せて｣/

森岡秀人 ｢坂江渉編著 『風土記からみる古代の播

磨』｣/

【報告】人文学研究科地域連携センター活動紹介

現在第 2号発行 (8月 31日発行予定)-むけ

て鋭意編集活動を行っているが､第2号の特集テ

ーマは ｢"地域の再生"と歴史文化｣に決定してい

る｡昨年度地域連携協議会にご講演いただいた岡

田知弘氏 (京都大学経済学部教授)による論文の

ほか数編のご寄稿を予定している｡ また､2009

年 8月に日本列島-上陸した台風 9号による被災

史料対応に関する小特集を組む予定である｡

(文責 ･木村修二)

市民の方々のほか､学生 ･院生､神戸大学 oG

などとともに月 1回の定例会をもち､たっの城下

町人の風聞記である ｢観聞記｣の読み合わせと翻

刻､さらには研究報告も寄せられた｡2010年 2

月の例会ではたっの市にて開催された ｢たっの市

町史第一次完成記念シンポジウム 『たっの地域の

特性 (地形 ･気候 ･文化)から歴史をさぐる』｣

に参加した｡ (文責 ･河野未央)

神戸居留地研究会10周年記念事業

｢高校生 .大学生による神戸 .阪神問

10月 31日､神戸女子大学教育センターにおい

て神戸居留地研究会主催 ｢高校生 ･大学生による

神戸 ･阪神間地域学発表会｣が開催された｡これ

は､神戸 ･阪神間の高校生や大学生が､自身の研

究を発表することで､お互いの刺激となり研究が

より発展することを目指して企画されたものであ

る｡ 神戸大学からは､揮井屡次 (M2)が ｢大坂

地域における民衆運動と第 2次幕長戦争～慶鷹 2

年大坂騒擾を題材に～｣と題した発表を行った｡

(文責 :添田仁)

平成19-21年度 科学研究費補助金 .基盤研

究(C)｢播磨国風土記を適してみる古代地域



平成 19年度以来､本センターを拠点的な研究

施設としておこなわれてきた本研究も､最終年度

を迎えた｡3年間を通じて､以下のような研究成

果があがった｡

(》 『播磨国風土記』所載の地名の新しい現地比定

と景観復元 3年の期間中､主に播磨国でもっと

も ｢大郡｣である揖保郡の各条を現地調査をおこ

ない､それにより従来の通説的理解 (日本古典文

学大系 『風土記』､新編 日本古典文学全集 『風土

記』など)と異なる新知見を獲得できた｡これに

ついては､それぞれの比定地の現地調査を､科研

チーム単独ではなく､地元市町の文化財担当職員

や地域史研究家の協力のもと実施できたことが大

きい｡

(参国文学的研究の成果の吸収と課題の明確化 伝

本が三条西家本のみである 『播磨国風土記』にお

いては､ ｢諸註釈書が本文の難解箇所をどのよう

に校訂 してきたかを 『校訂』することが重要｣と

い う国文学研究者の指摘を受けとめ､校訂をめぐ

る問題整理をおこない､ 『播磨国風土記』特有の

問題点を明らかにできた｡それとともに現地フィ

ール ドワークの成果､地域社会の構造を重層性 ･

階層性等を重んじた研究視角で分析することによ

り､難解な底本部分の史料解明にもかなり接近で

きることが明らかになった｡

③地名起源説話にもとづく古代播磨政治史へのア

プローチ 研究を通じて､ 『播磨国風土記』の地

名起源説話に断片的にみえる氏族伝承が､大化前

代の古代播磨の政治構造や王権による播磨の政治

的編成をあり方､あるいは他地域との交流内容を

解明する素材となり得ることが明らかになった｡

④地名起源説話に引用される神話 ･伝承にもとづ

く民問儀礼や祭租分析への接近 風土記の地名説

話に部分的神話等は､単なる机上の製作物ではな

く､一定の ｢実践｣ (儀式 ･祭紀)との関わりを

もつとい う認識のもと､古代の播磨の地域社会に

おける共同祭紀や族長層による支配儀礼の分析を

すすめた｡それにより近年停滞的であった古代村

落論や共同体研究の中身をある程度豊かにするこ

とができた｡

⑤地域連携の成果にもとづく新しい文字資料の

｢発見｣ 科研チームが連携する地元自治体職員

からの情報提供より､山口県小郡文化資料館蔵の

｢刻苦石｣ついて調査研究をすすめ､その結果､

同石が 『播磨国風土記』に載せられる地名を含む

古代の文字資料であることを解明できた｡

それぞれの研究成果については､各学会､各学

会誌等で発表する予定であるとともに､別途刊行

する成果報告書において公表する予定である｡

(文責 ･坂江渉)

平成21年度科学研究費補助金 ･基盤

研究(C)｢前近代日本における歴史的景観

形成についての災害文化論的アプローチ｣

研究代表 ･木村修二)

当年度より ｢前近代 日本における歴史的景観形

成についての災害文化論的アプローチ｣とい うテ

ーマが採択された｡研究期間は5年間である｡

本研究の全体構想は､前近代の日本社会におけ

る歴史的景観 ･地域秩序の形成に､水害や早害な

どのような自然災害が与えた影響を通時代的に検

討することにある｡その際､以下の点を具体的な

目的として研究を進める｡①水害や早害といった

災害の影響が､地域の歴史的景観 ･秩序形成を独

特なものたらしめるという視点を ｢災害文化論的

アプローチ｣とよび､その理論的な方法論の確立

をめざす｡②具体的な素材 として､近代の工業化

以前の日本社会における基盤的産業であり､なお

かつ自然災害の影響を否が応でも蒙らざるをえな

かった水田農業を取り上げ､それが地域の景観 ･

秩序形成にきわめて大きく関わっているとい う認

識のもと､その支柱ともいえる港概用水の地域的

利用に特に注目することで､景観形成に深く関わ

る地域秩序の形成にいかなる影響を与えたのかを

明らかにすることが課題である｡

本年度は､主として研究の準備期間に充てた｡

フィール ドワークが主体となる研究なので､調査

が予定される兵庫県を中心とする近隣他府県-の

事前調査を行い､必要な物品および図書の購入を

行った｡

当年度の出張調査は以下の通 りである｡

□2009年 8月 18- 21日:兵庫県豊岡市但東町

矢根大石家文書調査/ 2009年 9月 20- 1日:岡

山県吉井川 ･旭川 ･高梁川流域水利調査/ 2009

年 12月 15 日:奈良盆地ため池 ･用水路調査/

2009年 12月 26日 :兵庫県小野市域水利調査/

2010年 2月 9- 11日 :兵庫県但馬 ･播磨地方水

利調査/ 2010年 2月 17- 8日:兵庫県篠山市 ･

丹波市水利調査/
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また､2009年 12月 29- 30日には､本科研-

の協力者を交えた第 1回目の研究会を開催 (於神

戸大学)し､木村は ｢合石論｣と題した報告を行

った｡ (文責 ･木村修二)
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兵庫県芸術文化協会主催の平成 21年度考古学

教室の連続 10回講座がひらかれ､2009年 4月 17

日の第 1回目の講座で､センター研究員の坂江渉

が､ ｢播磨国風土記の世界｣と題する講演をおこ

なった｡場所は兵庫県民会館｡参加者は約 200

人｡ (文責 ･坂江渉)

香守歴史研究会主催の歴史講演会2002009年 5月 15日､センター担当教員の古市晃

が､姫路市香寺町香呂公民館において､ ｢古代

の香寺 と倭王権｣ と題 して講演を行った｡主

催は香寺歴史研究会｡ (文責 ･古市晃)

園田学園女子大学生涯学習センターが開講して

いる社会人を対象とした講座であるシニア専修コ

ース (3年制)文学歴史学科でのカリキュラム

｢日本史学Ⅲ一土地に刻まれた歴史-｣におい

て､平成 20年 10月 13日と同月 20日の2回にわ

たり､木村が招かれ講師を勤めた｡テーマはそれ

ぞれ ｢水と人とのかかわり- ｢合石｣をめぐる水

利慣行-｣ (10/13)､ ｢描かれた村の景観一村

絵図を読み解く-｣ (10/20) とした｡受講者は両

回とも約 20名だった｡ (文責 ･木村修二)

小野市立好古館の平成 21年度秋季特別展 ｢大

地に刻まれた歴史 一来住地区の古代 ･中世-｣の

関連行事である講演会が､2009年 11月 7 日

(土)､小野市コミュニティセンターきすみで開

かれた｡センター担当教員の古市晃が､ ｢古代
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の賀茂郡 ときすみの｣と題 して講演を行った｡

主催は小野市立好古館｡ (文責 ･古市晃)

当センターは､11月 14日から 15日にかけて

本学国際文化学部キャンパスにおいて開催された

第 36回厳夜祭-当センターの活動の概要を記し

たパネルを展示した｡これは昨年度に引き続くも

ので､同実行委員会が企画した ｢学生 ･地域交流

企画｣の趣旨に賛同したものである｡

(文責 ･木村修二)

地域連携括動発表会パネル ･デイスカ

2010年 1月 18日､瀧川記念学術交流会館大会

議室で､平成 21年度地域連携活動発表会が開催

された｡この発表会は､本学の地域連携事業の活

動状況を報告するとともに､様々な関係者からの

意見を参考にしながら翌年度の活動に活かすこと

を目的に､平成 17年度から毎年開催 されてい

る｡当センターからは松下が代表で報告をおこな

った｡発言内容の詳細は地域連携推進室から発行

される報告書に委ねることとして､ここでは概要

のみを報告する｡

第一部では地域連携活動発表として､神戸大学

東京オフィスの協力を得て地域連携推進室が東京

で開催 した ｢青野原倖虜収容所展 in Tokyo

2009｣について､ 人文学研究科の大津留厚教授

と神戸大学東京オフィスの植村達男コーディネー

ターが報告した｡

続いて､人間発達環境学研究科の事業から､サ

イエンスショップなどの活動を通じた地域社会に

おける市民科学活動-の支援事業に関する報告が

あった｡さらに､地域連携推進室の学内公募事業

｢地域連携事業｣3件と､昨年度から実施してい

る学生の地域貢献活動を対象にした公募事業 ｢学

生地域アクションプラン｣2件について､それぞ

れの代表者が報告をおこなった｡

第二部では､ ｢神戸大学の地域連携事業の広が

り｣をテーマにパネルディスカッションを行い､

人文学研究科､国際文化学研究科､農学研究科及

び経済経営研究所の地域連携に携わるパネリス ト


